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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織で反射または散乱された戻り光の分光測定を行って前記生体組織の特性値を取
得する光学測定装置において、
　基端から供給された光を伝搬して先端から照射する照射ファイバと、各々が先端から入
射した光を伝搬して基端から出力する複数の受光ファイバとを有するプローブと、
　前記生体組織を照射する白色光を発生して前記照射ファイバに供給する光源部と、
　所定の測定タイミングで、前記複数の受光ファイバがそれぞれ出力した前記生体組織か
らの戻り光を分光測定する測定部と、
　前記光源部からの発光が行われていない状態における前記測定部による測定値が所定の
閾値以下であるか否かを判断する判断部と、
　前記判断部が前記測定部によって測定された測定値が前記閾値以下であると判断した場
合に、所定時間、前記光源部に前記生体組織の特性値取得用の発光処理を行わせるととも
に、前記測定部に前記生体組織の特性値取得用の分光測定処理を前記所定時間行わせる制
御部と、
　を備えたことを特徴とする光学測定装置。
【請求項２】
　前記生体組織の特性値取得用のデータを記憶する記憶部をさらに備え、
　前記制御部は、前記光源部による特性値取得用の発光処理が終了した後、前記測定部に
よって最初に測定された測定値が前記所定の閾値以下であると判断した場合、前記測定部
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によって測定された分光測定結果を前記生体組織の特性値用のデータとして前記記憶部に
記憶させることを特徴とする請求項１に記載の光学測定装置。
【請求項３】
　前記生体組織の特性値取得用のデータの取得を指示する指示情報を入力する入力部をさ
らに備え、
　前記制御部は、前記入力部によって前記指示情報が入力された場合に前記測定部によっ
て測定された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断することを特徴とする請求項１
に記載の光学測定装置。
【請求項４】
　前記プローブは、被検体内に挿入される内視鏡の挿入部に挿通され、前記内視鏡から先
端が突出することを特徴とする請求項１に記載の光学測定装置。
【請求項５】
　前記内視鏡から突出した前記プローブ先端を撮像する撮像部と、
　前記撮像部によって撮像された前記プローブ先端の撮像画像を用いて、前記プローブの
前記内視鏡からの突出長さを算出する突出長さ算出部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記測定部によって測定された測定値が所定の閾値以下である場合であ
り、かつ、前記突出長さ算出部によって算出された前記プローブの突出長さが所定の許容
範囲内である場合に、前記光源部に前記発光処理を行わせるとともに前記測定部に前記分
光測定を行わせることを特徴とする請求項４に記載の光学測定装置。
【請求項６】
　前記プローブは、先端に所定の規則性を有する複数のパターンが形成され、
　前記突出長さ算出部は、前記撮像画像に写っている前記パターンを計測することによっ
て前記プローブの前記内視鏡からの突出長さを算出することを特徴とする請求項５に記載
の光学測定装置。
【請求項７】
　前記記憶部は、前記プローブの径を記憶し、
　前記突出長さ算出部は、前記記憶部に記憶された前記プローブの径、および、前記撮像
画像に写っている前記プローブの径と前記撮像画像に写っている前記プローブの長さとの
比をもとに、前記プローブの前記内視鏡からの突出長さを算出することを特徴とする請求
項５に記載の光学測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体組織で反射または散乱された戻り光の分光測定を行って前記生体組織の
特性値を取得する光学測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、消化器等の臓器を観察する内視鏡の鉗子チャネルにプローブを挿通させ、内視鏡
からプローブ先端を突出させることによって、プローブ先端を生体組織に直接接触させた
状態で生体組織の光学特性を測定する測定方法が知られている。
【０００３】
　たとえば、近赤外光を生体組織に照射し、生体組織内部を通過した近赤外光、あるいは
、生体組織内部で反射した近赤外光を計測して、生体組織内部の血液循環、血行動態、ヘ
モグロビン量変化などの生体組織の性状を測定する光学測定装置が提案されている（たと
えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、空間コヒーレンス長の短い低コヒーレントの白色光をプローブ先端から生体組織
に照射し、複数の角度の散乱光の強度分布を複数の受光ファイバを用いて測定することに
よって、生体組織の性状を検出するＬＥＢＳ（Ｌｏｗ－Ｃｏｈｅｒｅｎｃｅ　Ｅｎｈａｎ
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ｃｅｄ　Ｂａｃｋｓｃａｔｔｅｒｉｎｇ）技術を用いた光学測定装置が提案されている（
たとえば、特許文献２，３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１０４５８６号公報
【特許文献２】国際公開第２００７／１３３６８４号
【特許文献３】米国特許出願公開第２００８／００３７０２４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　光学測定装置では、内視鏡照明光などに起因する大きなノイズが測定値に重畳されると
、生体組織の光学特性を正確に得ることができず、生体組織の性状の検出精度が低下して
しまう。たとえば、特許文献２に記載の光学測定装置においては、測定のために内視鏡の
照明光と同じ白色光を使用するため、内視鏡照明光がノイズとなってしまう場合があり、
内視鏡からの白色光照明が測定値に多く含まれた場合には、有効な測定値を得ることがで
きないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、内視鏡照明光に起因するノイズが少な
い測定値を得ることができる光学測定装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる光学測定装置は、生体
組織で反射または散乱された戻り光の分光測定を行って前記生体組織の特性値を取得する
光学測定装置において、基端から供給された光を伝搬して先端から照射する照射ファイバ
と、各々が先端から入射した光を伝搬して基端から出力する複数の受光ファイバとを有す
るプローブと、前記生体組織を照射する白色光を発生して前記照射ファイバに供給する光
源部と、所定の測定タイミングで、前記複数の受光ファイバがそれぞれ出力した前記生体
組織からの戻り光を分光測定する測定部と、前記測定部によって測定された測定値が所定
の閾値以下であるか否かを判断し、前記測定部によって測定された測定値が所定の閾値以
下であると判断した場合には、所定時間、前記光源部に前記生体組織の特性値取得用の発
光処理を行わせるとともに前記測定部に前記生体組織の特性値取得用の分光測定処理を前
記所定時間行わせる制御部と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる光学測定装置は、前記生体組織の特性値取得用のデータを記憶す
る記憶部をさらに備え、前記制御部は、前記光源部による特性値取得用の発光処理が終了
した後、前記測定部によって最初に測定された測定値が前記所定の閾値以下であると判断
した場合、前記測定部によって測定された分光測定結果を前記生体組織の特性値用のデー
タとして前記記憶部に記憶させることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる光学測定装置は、前記生体組織の特性値取得用のデータの取得を
指示する指示情報を入力する入力部をさらに備え、前記制御部は、前記入力部によって前
記指示情報が入力された場合に前記測定部によって測定された測定値が所定の閾値以下で
あるか否かを判断することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる光学測定装置は、前記プローブは、被検体内に挿入される内視鏡
の挿入部に挿通され、前記内視鏡から先端が突出することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる光学測定装置は、前記内視鏡から突出した前記プローブ先端を撮
像する撮像部と、前記撮像部によって撮像された前記プローブ先端の撮像画像を用いて、
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前記プローブの前記内視鏡からの突出長さを算出する突出長さ算出部と、を備え、前記制
御部は、前記制御部は、前記測定部によって測定された測定値が所定の閾値以下である場
合であり、かつ、前記突出長さ算出部によって算出された前記プローブの突出長さが所定
の許容範囲内である場合に、前記光源部に前記発光処理を行わせるとともに前記測定部に
前記分光測定を行わせることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる光学測定装置は、前記プローブは、先端に所定の規則性を有する
複数のパターンが形成され、前記突出長さ算出部は、前記撮像画像に写っている前記パタ
ーンを計測することによって前記プローブの前記内視鏡からの突出長さを算出することを
特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる光学測定装置は、前記記憶部は、前記プローブの径を記憶し、前
記突出長さ算出部は、前記記憶部に記憶された前記プローブの径、および、前記撮像画像
に写っている前記プローブの径と前記撮像画像に写っている前記プローブの長さとの比を
もとに、前記プローブの前記内視鏡からの突出長さを算出することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明にかかる光学測定装置によれば、測定された測定値が所定の閾値以下である場合
、すなわち、測定結果に含まれるノイズが少ない場合にのみ、生体組織の特性値取得用の
発光処理および生体組織の特性値取得用の分光測定を行うため、内視鏡照明光に起因する
ノイズが少ない測定結果を確実に得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、実施の形態１にかかる光学測定装置の概略構成を示す模式図である。
【図２】図２は、内視鏡システムの構成と、光学測定装置におけるプローブの取り付け態
様とを示す図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図１に示す光学測定装置の測定状態を説明する図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図１に示す光学測定装置の測定状態を説明する図である。
【図４】図４は、図１に示す光源部が発する光量および測定部の測定結果の時間依存を示
す図である。
【図５】図５は、図１に示す光学測定装置の光学測定処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図６】図６は、実施の形態２にかかる光学測定装置の概略構成を示す模式図である。
【図７】図７は、図６に示す光学測定装置の光学測定処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図８】図８は、実施の形態３にかかる光学測定装置の概略構成を示す模式図である。
【図９】図９は、図８に示すプローブ先端の斜視図である。
【図１０】図１０は、図８に示す画像処理部の処理対象の撮像画像の一例を示す図である
。
【図１１】図１１は、図８に示す光学測定装置の光学測定処理手順を示すフローチャート
である。
【図１２】図１２は、図８に示すプローブ先端の他の例の斜視図である。
【図１３】図１３は、図８に示す画像処理部の処理対象の撮像画像の一例を示す図である
。
【図１４】図１４は、実施の形態４にかかる光学測定装置の概略構成を示す模式図である
。
【図１５】図１５は、図１４に示す光学測定装置の光学測定処理手順を示すフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
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　以下、図面を参照して、この発明にかかる光学測定装置の好適な実施の形態として、Ｌ
ＥＢＳ技術を用いた光学測定装置を例に詳細に説明する。なお、この実施の形態によって
この発明が限定されるものではない。また、図面の記載において、同一の部分には同一の
符号を付している。また、図面は模式的なものであり、各部材の厚みと幅との関係、各部
材の比率などは、現実と異なることに留意する必要がある。図面の相互間においても、互
いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている。
【００１８】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる光学測定装置の概略構成を示す模式図である。
図１に示すように、実施の形態１にかかる光学測定装置１は、測定対象物である生体組織
６に対する光学測定を行って生体組織６の性状を検出する本体装置２と、被検体内に挿入
される測定用のプローブ３とを備える。プローブ３は、可撓性を有し、基端３２が本体装
置２に着脱自在に接続し、接続する本体装置２によって、基端３２から供給された光を先
端３３から生体組織６に対して出射するとともに、先端３３から入射した生体組織６から
の戻り光である反射光、散乱光を、基端３２から本体装置２に出力する。
【００１９】
　本体装置２は、電源２１、光源部２２、接続部２３、測定部２４、入力部２５、出力部
２６、制御部２７および記憶部２８を備える。
【００２０】
　電源２１は、本体装置２の各構成要素に電力を供給する。
【００２１】
　光源部２２は、生体組織６に照射する光を出力発生する。光源部２２は、白色光を発す
る白色ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）、キセノンランプまたはハ
ロゲンランプ等の低コヒーレント光源である光源と、一または複数のレンズ（図示しない
）とを用いて実現される。光源部２２は、対象物へ照射する低コヒーレント光を、後述す
るプローブ３の照射ファイバ５に供給する。
【００２２】
　接続部２３は、プローブ３の基端３２を本体装置２に着脱自在に接続する。接続部２３
は、光源部２２が発する光をプローブ３に供給するとともに、プローブ３から出力された
戻り光を測定部２４に出力する。
【００２３】
　測定部２４は、プローブ３の受光ファイバ７，８からそれぞれ出力された光であって生
体組織６からの戻り光を分光測定する。測定部２４は、複数の分光測定器を用いて実現さ
れる。測定部２４は、プローブ３から出力された戻り光のスペクトル成分および強度等を
測定して、波長ごとの測定を行う。測定部２４は、測定結果を制御部２７に出力する。
【００２４】
　入力部２５は、プッシュ式のスイッチ等を用いて実現され、スイッチ等が操作されるこ
とによって、本体装置２の起動を指示する指示情報や他の各種指示情報を受け付けて制御
部２７に入力する。
【００２５】
　出力部２６は、光学測定装置１における各種処理に関する情報を出力する。出力部２６
は、ディスプレイ、スピーカおよびモータ等を用いて実現され、画像情報、音声情報また
は振動を出力することによって、光学測定装置１における各種処理に関する情報を出力す
る。
【００２６】
　制御部２７は、本体装置２の各構成要素の処理動作を制御する。制御部２７は、ＣＰＵ
およびＲＡＭ等の半導体メモリを用いて実現される。制御部２７は、本体装置２の各構成
要素に対する指示情報やデータの転送等を行うことによって、本体装置２の動作を制御す
る。制御部２７は、複数の測定器を有する測定部２４による各測定結果を後述する記憶部
２８に記憶させる。制御部２７は、演算部２７ａおよび判断部２７ｂを有する。
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【００２７】
　演算部２７ａは、測定部２４による測定結果をもとに複数種の演算処理を行い、生体組
織６の性状に関わる特性値を演算する。演算部２７ａが演算する特性値であって、取得対
象とされた特性値の種別は、たとえば、操作者による操作によって入力部２５から入力さ
れた指示情報にしたがって設定される。
【００２８】
　判断部２７ｂは、測定部２４によって測定された受光量が所定の閾値以下であるか否か
を判断して、測定部２４によって測定された受光量が所定の閾値以下である場合、所定時
間、光源部２２に生体組織６の特性値取得用の発光処理を行わせるとともに測定部２４に
生体組織６の特性値取得用の分光測定を行わせる。判断部２７ｂは、光源部２２による発
光処理が終了した後、測定部２４によって最初に測定された測定値が所定の閾値以下であ
ると判断した場合、所定時間、測定部２４によって測定された分光測定結果を生体組織６
の特性値用のデータとして記憶部２８に記憶させる。
【００２９】
　記憶部２８は、本体装置２に光学測定処理を実行させる光学測定プログラムを記憶する
とともに、光学測定処理に関する各種情報を記憶する。記憶部２８は、測定部２４による
各測定結果を記憶する。また、記憶部２８は、演算部２７ａが演算した特性値を記憶する
。
【００３０】
　プローブ３は、本体装置２の所定の接続部に着脱自在に接続される基端３２と、生体組
織６に直接接触する先端３３とを有する。先端３３は、光源部２２から供給された光が出
射するとともに測定対象からの散乱光が入射する。ＬＥＢＳ技術を用いる場合には、散乱
角度の異なる少なくとも２つの散乱光をそれぞれ受光するための複数の受光ファイバがプ
ローブ３に設けられる。具体的には、プローブ３は、基端３２から供給された光源部２２
からの光を伝搬して先端３３から生体組織６に照射する照射ファイバ５と、各々が先端３
３から入射した生体組織６からの散乱光、反射光を伝搬して基端３２から出力する２本の
受光ファイバ７，８とを有し、照射ファイバ５および受光ファイバ７，８の先端には透過
性を有するロッド３４が設けられる。生体組織６の表面と照射ファイバ５および受光ファ
イバ７，８の先端との距離が一定となるように、ロッド３４は、円柱形状をなす。なお、
図１に示す例では、２本の受光ファイバ７，８を有するプローブ３を例に説明したが、散
乱角度の異なる少なくとも２種以上の散乱光を受光できればよいため、受光ファイバが３
本以上であってもよい。
【００３１】
　この光学測定装置１は、消化器等の臓器を観察する内視鏡システムに組み合わされるこ
とが多い。図２は、内視鏡システムの構成と、光学測定装置１におけるプローブ３の取り
付け態様とを示す図である。図２において、操作部１３の側部より延伸する可撓性のユニ
バーサルコード１４は、光源装置１８に接続するとともに、内視鏡１０の先端部１６にお
いて撮像された被写体画像を処理する信号処理装置１９に接続する。信号処理装置１９は
、ディスプレイ２０と接続する。ディスプレイ２０は、信号処理装置１９が処理した被写
体画像を含む検査に関する各種情報を表示する。
【００３２】
　プローブ３は、被検体内に挿入された内視鏡１０の体外部の操作部１３近傍のプローブ
用チャネル挿入口１５から矢印のように挿通される。そして、プローブ３の先端３３は、
挿入部１２内部を通ってプローブ用チャネルと接続する先端部１６の開口部１７から矢印
のように突出する。これによって、プローブ３は被検体内部に挿入され、光学測定を開始
する。
【００３３】
　本体装置２の所定面には、判断部２７ｂによる判断結果や演算部２７ａが演算した特性
値等を表示出力する表示画面２６ａや、入力部２５の一部を構成するスイッチ等が構成さ
れる。なお、図２に示すように、光学測定装置１の本体装置２と信号処理装置１９とを接
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続して、光学測定装置１において処理された各種情報を信号処理装置１９に出力して、デ
ィスプレイ２０に表示される構成としてもよい。
【００３４】
　ここで、光学測定装置１では、図３Ａのように、内視鏡１０の挿入部１２先端の開口部
１７から突出したプローブ３の先端３３が、管腔臓器内で生体組織６表面に正しく接触し
た場合、プローブ３先端に入射する内視鏡１０からの白色光照明光が少なく、内視鏡照明
に起因するノイズが少ない有効な測定値を得られることが多い。しかしながら、一般的に
、消化器等の臓器の測定時には、拍動による動き、または、蠕動によって、プローブ３の
先端３３を生体組織６上の測定位置に固定させることが困難な場合が多い。図３Ｂに示す
ように、プローブ３の先端３３が、臓器の蠕動等によって生体組織６表面に安定して固定
できない場合、内視鏡からの白色光照明光がプローブ３先端から入射しやすくなり、内視
鏡照明に起因するノイズが多い測定値しか得られないことがある。したがって、光学測定
装置では、ノイズが少ない有効な測定値が常に取得できるとは限らない。
【００３５】
　このため、実施の形態１にかかる光学測定装置１においては、内視鏡照明光のみが照射
された状態において測定される測定値が、測定値の有効性を保持できる程度まで低い場合
にのみ、生体組織６の特性値取得用の発光処理および分光測定を行って、内視鏡照明光に
起因するノイズが少ない測定値を得ている。
【００３６】
　具体的には、実施の形態１において、図４に示すように、実際の生体組織６に対する測
定値の有効性を保持できる程度と判断できる内視鏡照明光の光量に応じて閾値Ｌｔが設定
される。判断部２７ｂは、内視鏡照明光のみが照射された状態において、所定の測定タイ
ミングで、受光ファイバ７，８の少なくともいずれかから出力された光の光量を測定部２
４に測定させる。このとき、測定部２４は、生体組織６の特性値取得用の測定処理におい
て設定される波長の全てについて光量を測定してもよく、所定波長のみについて光量を測
定してもよい。
【００３７】
　続いて、判断部２７ｂは、時間Ｔ１において測定部２４による測定値が閾値Ｌｔ以下で
あると判断した場合、光源部２２に生体組織６の特性値取得用の発光処理を行わせるとと
もに、測定部２４に生体組織６の特性値取得用の測定処理を行わせる。光源部２２は、こ
の特性値取得用の発光処理として、時間Ｔｅ１から時間Ｔｅ２の所定時間、曲線Ｐｅに示
すように、一定の強度Ｌｅを有するパルス光を出力発生する。光源部２２によるパルス光
の出力時間は、１ミリ秒から１秒の間であればよく、好ましくは５００ミリ秒の間である
ことが望ましい。
【００３８】
　したがって、光学測定装置１においては、内視鏡照明光のみが照射された状態において
測定される受光量の測定値が、測定値の有効性を保持できる程度まで低い場合にのみ、生
体組織６の特性値取得用の発光処理および分光測定を行っている。
【００３９】
　そして、受光ファイバ７，８に入射する内視鏡照明光の光量が、実際の生体組織６に対
する測定値の有効性を保持できる程度である状態を維持している場合には、曲線Ｃａに示
すように、光源部２２によるパルス光の出力発生が終了した後の測定部２４による受光量
の測定値は、パルス光出力前と同様に、閾値Ｌｔ以下に戻る。これに対し、受光ファイバ
７，８に入射する内視鏡照明光の光量が、実際の生体組織６に対する測定値の有効性を保
持できないほど多く、大きなノイズとして測定値に重畳される場合には、図４の曲線Ｃｂ
に示すように、光源部２２によるパルス光の出力発生が終了した後も、測定部２４による
受光量の測定値は、閾値Ｌｔよりも高くなってしまう。
【００４０】
　そこで、判断部２７ｂは、曲線Ｃａのように光源部２２によるパルス光の出力発生後の
時間Ｔ２における測定値Ｌａが閾値Ｌｔ以下である場合には、受光ファイバ７，８に入射
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する内視鏡照明光の光量が実際の生体組織６に対する測定値の有効性を保持できる程度で
あったとして、時間Ｔｅ１から時間Ｔｅ２の間に測定部２４によって測定された分光測定
結果を生体組織６の特性値用のデータとして記憶部２８に記憶させる。これに対し、判断
部２７ｂは、曲線Ｃｂのように時間Ｔ２における測定値Ｌｂが閾値Ｌｔより大きい場合に
は、受光ファイバ７，８に入射する内視鏡照明光の光量が実際の生体組織６に対する測定
値の有効性を保持できないほど多いとして、時間Ｔｅ１から時間Ｔｅ２の間に測定部２４
によって測定された分光測定結果を生体組織６の特性値用のデータとして採用せず、記憶
部２８への記憶も行わない。
【００４１】
　次に、図５を参照して、光学測定装置１の光学測定処理の処理手順について説明する。
図５は、図１に示す光学測定装置１の光学測定処理手順を示すフローチャートである。
【００４２】
　図５に示すように、光学測定装置１の電源がオンとなり（ステップＳ１）、測定部２４
は、受光ファイバ７，８の少なくともいずれかから出力された光に対する測定を開始する
（ステップＳ２）。測定部２４は、所定の測定タイミングごとに測定処理を行い、測定値
を制御部２７に順次出力する。なお、測定部２４は、光源部２２によるパルス光の出力時
間よりも十分短い時間単位で測定処理を実行し、測定値を順次、制御部２７に出力してい
る。
【００４３】
　続いて、判断部２７ｂは、入力部２５から測定終了を指示する指示情報をもとに測定終
了が指示されたか否かを判断する（ステップＳ３）。判断部２７ｂは、測定終了が指示さ
れたと判断した場合（ステップＳ３：Ｙｅｓ）、測定部２４による測定処理を終了させて
（ステップＳ１０）、生体組織６に対する測定処理を終了する。
【００４４】
　これに対し、判断部２７ｂは、測定終了が指示されていないと判断した場合（ステップ
Ｓ３：Ｎｏ）、測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断す
る（ステップＳ４）。判断部２７ｂは、測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以
下でないと判断した場合（ステップＳ４：Ｎｏ）、ステップＳ３に戻る。
【００４５】
　そして、判断部２７ｂは、測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であると
判断した場合（ステップＳ４：Ｙｅｓ）、光源部２２に生体組織６の特性値取得用の発光
処理を実行させる（ステップＳ５）。
【００４６】
　その後、判断部２７ｂは、ステップＳ５における発光処理間に測定された測定結果の記
録の可否を判断する判断タイミングであるか否かを判断する（ステップＳ６）。この判断
タイミングは、発光処理終了後の所定時間経過時に行われ、発光処理終了後に測定部２４
による最初の測定処理が終了した後であることが望ましい。判断部２７ｂは、判断タイミ
ングでないと判断した場合（ステップＳ６：Ｎｏ）、ステップＳ６の判断処理を繰り返す
。
【００４７】
　そして、判断部２７ｂは、判断タイミングであると判断した場合（ステップＳ６：Ｙｅ
ｓ）、判断タイミング時において測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であ
るか否かを判断する（ステップＳ７）。
【００４８】
　判断部２７ｂが、判断タイミング時において測定部２４から出力された測定値が所定の
閾値以下であると判断した場合は（ステップＳ７：Ｙｅｓ）、発光処理間の間に受光ファ
イバ７，８に入射する内視鏡照明光の光量が、実際の生体組織６に対する測定値の有効性
を保持できる程度である状態を維持している場合であると判断できる。このため、この場
合には、判断部２７ｂは、発光処理間の間に測定部２４によって測定された分光測定結果
を生体組織６の特性値用のデータとして記憶部２８に記憶させるデータ記録処理を行う（
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ステップＳ８）。
【００４９】
　これに対し、判断部２７ｂが、判断タイミング時において測定部２４から出力された測
定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップＳ７：Ｎｏ）、すなわち、測定値
が所定の閾値を超えていると判断した場合には、発光処理間の間に受光ファイバ７，８に
入射する内視鏡照明光の光量が、実際の生体組織６に対する測定値の有効性を保持できな
いほどの大きなノイズとして測定値に重畳されている場合であると判断できる。このため
、この場合には、判断部２７ｂは、得られた測定値が有効でない旨のエラーを出力部２６
に報知させるエラー報知処理を行う（ステップＳ９）。判断部２７ｂは、このエラー報知
処理として、出力部２６に対して、得られた測定値が有効でない旨を音声出力させるほか
、得られた測定値が有効でない旨を表示出力させてもよく、音声出力および表示出力の双
方を行わせてもよい。そして、ステップＳ８またはステップＳ９が終了した後は、ステッ
プＳ３に戻り、判断部２７ｂは、測定終了が指示されたか否かを判断する。
【００５０】
　このように、実施の形態１にかかる光学測定装置は、測定された測定値が所定の閾値以
下である場合、すなわち、測定結果に含まれる内視鏡照明光に起因するノイズが少ない場
合にのみ、生体組織６の特性値取得用の発光処理および生体組織６の特性値取得用の分光
測定を行うため、ノイズが少ない測定値を確実に得ることができる。
【００５１】
　さらに、実施の形態１にかかる光学測定装置は、特性値取得用の発光処理が終了した後
、測定部２４によって最初に測定された測定値が所定の閾値以下であると判断した場合に
のみ、発光処理の間に測定された分光測定結果を生体組織６の特性値用のデータとして記
憶するため、有効性を保持できる程度まで内視鏡照明光の影響を十分に低くした測定値の
みを自動的に取得することができる。
【００５２】
（実施の形態２）
　次に、実施の形態２について説明する。図６は、本発明の実施の形態２にかかる光学測
定装置の概略構成を示す模式図である。
【００５３】
　図６に示すように、実施の形態２にかかる光学測定装置２０１は、図１に示す本体装置
２に代えて、本体装置２０２を有する。本体装置２０２は、入力部２５に代えて、入力部
２５と同様の機能を有するとともに、生体組織６の特性値取得用のデータの取得を指示す
る指示情報を入力する入力部２２５を有する。また、本体装置２０２は、制御部２７に代
えて、制御部２７と同様の機能を有する制御部２２７を有する。制御部２２７は、判断部
２７ｂに代えて、判断部２７ｂと同様の機能を有するとともに、入力部２２５によって生
体組織６の特性値取得用のデータの取得を指示する指示情報が入力された場合に、測定部
２４によって測定された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断する判断部２２７ｂ
を備える。
【００５４】
　次に、図７を参照して、光学測定装置２０１の光学測定処理の処理手順について説明す
る。図７は、図６に示す光学測定装置２０１の光学測定処理手順を示すフローチャートで
ある。
【００５５】
　図７に示すステップＳ２１およびステップＳ２２は、図５に示すステップＳ１およびス
テップＳ２である。続いて、判断部２２７ｂは、図５に示すステップＳ３と同様に、測定
終了が指示されたか否かを判断し（ステップＳ２３）、測定終了が指示されたと判断した
場合（ステップＳ２３：Ｙｅｓ）、測定部２４による測定処理を終了させる（ステップＳ
３２）。これに対し、判断部２２７ｂは、測定終了が指示されていないと判断した場合（
ステップＳ２３：Ｎｏ）、入力部２２５によって生体組織６の特性値取得用のデータの取
得を指示する指示情報の有無をもとに、特性値取得用のデータ取得指示の入力があるか否
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かを判断する（ステップＳ２４）。判断部２２７ｂは、特性値取得用のデータ取得指示の
入力がないと判断した場合（ステップＳ２４：Ｎｏ）、ステップＳ２３に戻る。
【００５６】
　判断部２２７ｂは、特性値取得用のデータ取得指示の入力があると判断した場合（ステ
ップＳ２４：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ４と同様に、測定部２４から出力された測
定値が所定の閾値以下であるか否かを判断する（ステップＳ２５）。判断部２２７ｂは、
測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップＳ２
５：Ｎｏ）、測定を開始できない旨のエラーを出力部２６に報知させるエラー報知処理を
行った後に（ステップＳ２６）、ステップＳ２３に戻る。
【００５７】
　そして、判断部２２７ｂは、測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下である
と判断した場合（ステップＳ２５：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ５と同様に、光源部
２２に生体組織６の特性値取得用の発光処理を実行させる（ステップＳ２７）。
【００５８】
　その後、判断部２２７ｂは、図５に示すステップＳ６と同様に、発光処理間に測定され
た測定結果の記録の可否を判断する判断タイミングであるか否かを判断し（ステップＳ２
８）、判断タイミングでないと判断した場合（ステップＳ２８：Ｎｏ）、ステップＳ２８
の判断処理を繰り返す。判断部２２７ｂは、判断タイミングであると判断した場合（ステ
ップＳ２８：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ７と同様に、判断タイミング時において測
定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断する（ステップＳ２
９）。
【００５９】
　判断部２２７ｂが、判断タイミング時において測定部２４から出力された測定値が所定
の閾値以下であると判断した場合は（ステップＳ２９：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ
８と同様に、発光処理間の間に測定部２４によって測定された分光測定結果についてデー
タ記録処理を行う（ステップＳ３０）。一方、判断部２２７ｂが、判断タイミング時にお
いて測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップ
Ｓ２９：Ｎｏ）、図５に示すステップＳ９と同様に、得られた測定値が有効でない旨のエ
ラーを出力部２６に報知させるエラー報知処理を行う（ステップＳ３１）。そして、ステ
ップＳ３０またはステップＳ３１が終了した後は、ステップＳ２３に戻り、判断部２２７
ｂは、測定終了が指示されたか否かを判断する。
【００６０】
　このように、実施の形態２においては、操作者による入力部２２５の操作によって特性
値取得用のデータ取得が指示された場合であっても、ノイズが大きく重畳されている測定
値を取得あるいは記憶しないため、ノイズが少ない測定値のみを確実に取得することがで
きる。
【００６１】
（実施の形態３）
　次に、実施の形態３について説明する。内視鏡の挿入部先端からのプローブの突出長さ
が少ない場合、プローブ先端が生体組織に正しく接触していた場合であっても、内視鏡照
明が近いままであるため、プローブ先端に入射する内視鏡の照明光が多くなり、内視鏡照
明がノイズとして測定値に重畳されてしまう。一方、内視鏡の挿入部先端からのプローブ
の突出長さが多すぎると、内視鏡照明が遠くなり、暗い状態の中で特性値取得用の発光処
理および測定処理の実行を判断するため、プローブ先端が生体組織に正しく接触していな
い場合であっても、特性値取得用の発光処理および測定処理が進められ、正しい測定値を
取得することができない場合がある。そこで、実施の形態３では、内視鏡の挿入部先端か
らのプローブの突出長さが測定値を適切に得られると判断できる程度である場合にのみ、
特性値取得用の発光処理および測定処理を行って、適切な測定値のみをさらに確実に得ら
れるようにしている。
【００６２】
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　図８は、本発明の実施の形態３にかかる光学測定装置の概略構成を示す模式図である。
図８に示すように、実施の形態３にかかる光学測定装置３０１は、図１に示す本体装置２
に代えて、本体装置３０２を有する。光学測定装置３０１は、プローブ３に代えて、プロ
ーブ３と同様の機能を有するプローブ３０３を有する。本体装置３０２は、図１に示す本
体装置２と比較して、画像処理部３２９および撮像部３４０をさらに備える。本体装置３
０２は、制御部２７に代えて、制御部２７と同様の機能を有するとともに、演算部２７ａ
および判断部３２７ｂを備えた制御部３２７を有する。
【００６３】
　撮像部３４０は、被検体内に導入可能であり、内視鏡の挿入部先端から突出したプロー
ブ３０３先端を撮像する。撮像部３４０は、内視鏡１０先端の開口部１７に対して相対的
に位置が固定されている。光学測定装置３０１は内視鏡システムと接続するため、たとえ
ば内視鏡システムの内視鏡挿入部先端の撮像部を、光学測定装置３０１の撮像部３４０と
する構成としてもよい。
【００６４】
　画像処理部３２９は、撮像部３４０によって撮像されたプローブ３０３先端の撮像画像
を用いて、プローブ３０３の内視鏡挿入部先端からの突出長さを算出する突出長さ算出部
として機能する。
【００６５】
　この場合、プローブ３０３は、図９に示すように、先端に所定の規則性を有する複数の
パターン３３６が付されている。このパターン３３６は、所定長さの円環状のストライプ
パターンである。パターン３３６は、赤色系である生体組織６とのコントラストが付きや
すいように生体組織６とは異なる色で形成されていればよく、たとえば白色と黒色との２
色で色付けされていてもよい。
【００６６】
　内視鏡が撮像した画像上におけるチャネル開口部の位置は、内視鏡ごとに一定であるた
め、画像上におけるプローブ３０３の突出開始位置は、既知となる。また、パターン３３
６の間隔は、予め記憶部２８に記憶されている。したがって、画像処理部３２９は、既知
である突出開始位置から、撮像画像Ｇ１（図１０参照）上のプローブ３０３の進行方向に
ほぼ直線的にパターンＧ３３６を計測することによって、プローブ３０３の突出長さを算
出することができる。画像処理部３２９は、たとえば、画像データの輝度値を、所定の閾
値で輝度値を２値化させることによって領域分割して、パターンＧ３３６の撮像領域を判
別する。たとえば、撮像部３４０の撮像素子にＲＧＢ画素がそれぞれ２００個以上配置さ
れる場合には、たとえば、画素領域を３０個の領域に分割して、各領域の輝度値が所定の
閾値を超えるか否かをもとに、パターンＧ３３６の撮像領域か否かを判別する。
【００６７】
　判断部３２７ｂは、測定部２４によって測定された測定値が所定の閾値以下である場合
であり、かつ、画像処理部３２９によって算出されたプローブ３０３の突出長さが、定値
を適切に得られると判断できる所定の許容範囲内である場合に、光源部２２に生体組織６
の特性値取得用の発光処理を行わせるとともに測定部２４に前記生体組織６の特性値取得
用の分光測定を行わせる。
【００６８】
　次に、図１１を参照して、光学測定装置３０１の光学測定処理の処理手順について説明
する。図１１は、図８に示す光学測定装置３０１の光学測定処理手順を示すフローチャー
トである。
【００６９】
　図１１に示すステップＳ４１およびステップＳ４２は、図５に示すステップＳ１および
ステップＳ２である。続いて、判断部３２７ｂは、図５に示すステップＳ３と同様に、測
定終了が指示されたか否かを判断し（ステップＳ４３）、測定終了が指示されたと判断し
た場合（ステップＳ４３：Ｙｅｓ）、測定部２４による測定処理を終了させる（ステップ
Ｓ５５）。これに対し、判断部３２７ｂは、測定終了が指示されていないと判断した場合
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（ステップＳ４３：Ｎｏ）、図５に示すステップＳ４と同様に、測定部２４から出力され
た測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断する（ステップＳ４４）。判断部３２７ｂ
は、測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップ
Ｓ４４：Ｎｏ）、ステップＳ４３に戻る。
【００７０】
　判断部３２７ｂが測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であると判断した
場合（ステップＳ４４：Ｙｅｓ）、画像処理部３２９は、接続する内視鏡システムから内
視鏡が撮像した画像のうち直前に撮像された撮像画像を送信させることによって、内視鏡
の挿入部先端から突出したプローブ３０３先端の画像を取得して、プローブ３０３の内視
鏡挿入部先端からの突出長さを算出する（ステップＳ４５）。続いて、判断部３２７ｂは
、画像処理部３２９が算出したプローブ３０３先端の突出長さが、所定の許容範囲内であ
るか否かを判断する（ステップＳ４６）。
【００７１】
　判断部３２７ｂは、画像処理部３２９が算出したプローブ３０３先端の突出長さが、所
定の許容範囲内でないと判断した場合（ステップＳ４６：Ｎｏ）、突出長さが許容範囲の
下限未満であるか否かを判断する（ステップＳ４７）。判断部３２７ｂは、突出長さが許
容範囲の下限未満であると判断した場合には（ステップＳ４７：Ｙｅｓ）、プローブ３０
３の突出長さが少ないため、出力部２６に、プローブ３０３の内視鏡先端からの突出を指
示する突出指示情報を出力させて（ステップＳ４８）から、ステップＳ４３に戻る。また
、判断部３２７ｂは、プローブ３０３の突出長さが許容範囲の下限未満でないと判断した
場合（ステップＳ４７：Ｎｏ）、すなわち、プローブ３０３の突出長さが許容範囲の上限
を超えている場合には、プローブ３０３が突出しすぎているため、出力部２６に、プロー
ブ３０３の内視鏡先端内部への引き入れを指示する引き入れ指示情報を出力させて（ステ
ップＳ４９）から、ステップＳ４３に戻る。なお、ステップＳ４８およびステップＳ４９
は、音声出力処理あるいは表示出力処理のいずれであってもよく、また、接続する内視鏡
システムのディスプレイ２０に表示出力させる処理であってもよい。
【００７２】
　これに対し、判断部３２７ｂは、画像処理部３２９が算出したプローブ３０３先端の突
出長さが、所定の許容範囲内であると判断した場合には（ステップＳ４６：Ｙｅｓ）、適
切な測定値を取得可能であると判断できるため、図５に示すステップＳ５と同様に、光源
部２２に生体組織６の特性値取得用の発光処理を実行させる（ステップＳ５０）。
【００７３】
　その後、判断部３２７ｂは、図５に示すステップＳ６と同様に、発光処理間に測定され
た測定結果の記録の可否を判断する判断タイミングであるか否かを判断し（ステップＳ５
１）、判断タイミングでないと判断した場合（ステップＳ５１：Ｎｏ）、ステップＳ５１
判断処理を繰り返す。判断部３２７ｂは、判断タイミングであると判断した場合（ステッ
プＳ５１：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ７と同様に、判断タイミング時において測定
部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断する（ステップＳ５２
）。
【００７４】
　判断部３２７ｂが、判断タイミング時において測定部２４から出力された測定値が所定
の閾値以下であると判断した場合は（ステップＳ５２：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ
８と同様に、発光処理間の間に測定部２４によって測定された分光測定結果についてデー
タ記録処理を行う（ステップＳ５３）。一方、判断部３２７ｂが、判断タイミング時にお
いて測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップ
Ｓ５２：Ｎｏ）、図５に示すステップＳ９と同様に、得られた測定値が有効でない旨のエ
ラーを出力部２６に報知させるエラー報知処理を行う（ステップＳ５４）。そして、ステ
ップＳ５３またはステップＳ５４が終了した後は、ステップＳ４３に戻り、判断部３２７
ｂは、測定終了が指示されたか否かを判断する。
【００７５】
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　このように、実施の形態３においては、内視鏡の挿入部先端からのプローブの突出長さ
が測定値を適切に得られると判断できる程度である場合にのみ、特性値取得用の発光処理
および測定処理を行っているため、適切な測定値のみをさらに確実に得ることができる。
【００７６】
　なお、本実施の形態３においては、パターン３３６は、特に図９に示すストライプパタ
ーンに限るものでなくともよい。図１２のプローブ３０３Ａのようにメモリパターン３３
６Ａや、グレイコードパターンであってもよい。また、規則的に凹凸が形成された凹凸形
状パターンのように、一定の規則性を持った形状パターンをプローブ先端に形成してもよ
い。
【００７７】
　また、プローブ先端の径は、プローブごとに一定であるため、既知となる。そこで、記
憶部２８にプローブ先端の径を記憶させておき、画像処理部３２９は、撮像画像Ｇ２（図
１３参照）におけるプローブＧ３領域を検出してから、記憶部２８に記憶されたプローブ
先端の径と、撮像画像Ｇ２に写っているプローブＧ３の径Ｄ３と撮像画像Ｇ２に写ってい
るプローブＧ３の長さＰ３との比をもとに、プローブ３の内視鏡からの突出長さを算出し
てもよい。たとえば、実際のプローブ３が３ｍｍ径である場合であって、撮像画像上のプ
ローブの径とプローブの長さとの比が１：１０である場合には、プローブ先端の突出長さ
は、３０ｍｍとして算出することができる。この場合には、プローブ３の先端は、生体組
織６とコントラストが付きやすいように生体組織６と異なる色が付されていれば、前述し
たパターン３３６，３３６Ａを付さなくともプローブ３の突出長さを算出することができ
る。
【００７８】
（実施の形態４）
　次に、実施の形態４について説明する。実施の形態４は、実施の形態３を実施の形態２
に適用したものである。図１４は、本発明の実施の形態４にかかる光学測定装置の概略構
成を示す模式図である。
【００７９】
　図１４に示すように、実施の形態４にかかる光学測定装置４０１は、図６に示す本体装
置２０２に代えて、本体装置４０２を有する。本体装置４０２は、図６に示す本体装置２
０２と比して、図８に示す画像処理部３２９および撮像部３４０をさらに備える。本体装
置４０２は、図６に示す本体装置２０２と比して、制御部２２７に代えて、制御部２２７
と同様の機能を有するとともに、演算部２７ａおよび判断部４２７ｂを備えた制御部４２
７を有する。判断部４２７ｂは、入力部２２５によって生体組織６の特性値取得用のデー
タの取得を指示する指示情報を入力された場合、測定部２４によって測定された測定値が
所定の閾値以下であると判断した場合に、測定部２４によって測定された測定値が所定の
閾値以下である場合であり、かつ、画像処理部３２９によって算出されたプローブ３０３
の突出長さが、定値を適切に得られると判断できる所定の許容範囲内である場合に、光源
部２２に生体組織６の特性値取得用の発光処理を行わせるとともに測定部２４に前記生体
組織６の特性値取得用の分光測定を行わせる。
【００８０】
　次に、図１５を参照して、光学測定装置４０１の光学測定処理の処理手順について説明
する。図１５は、図１４に示す光学測定装置４０１の光学測定処理手順を示すフローチャ
ートである。
【００８１】
　図１５に示すステップＳ６１およびステップＳ６２は、図５に示すステップＳ１および
ステップＳ２である。続いて、判断部４２７ｂは、図５に示すステップＳ３と同様に、測
定終了が指示されたか否かを判断し（ステップＳ６３）、測定終了が指示されたと判断し
た場合（ステップＳ６３：Ｙｅｓ）、測定部２４による測定処理を終了させる（ステップ
Ｓ７７）。これに対し、判断部４２７ｂは、測定終了が指示されていないと判断した場合
（ステップＳ６３：Ｎｏ）、図７に示すステップＳ２４と同様に、特性値取得用のデータ
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取得指示の入力があるか否かを判断する（ステップＳ６４）。判断部４２７ｂは、特性値
取得用のデータ取得指示の入力がないと判断した場合（ステップＳ６４：Ｎｏ）、ステッ
プＳ６３に戻る。
【００８２】
　判断部４２７ｂは、特性値取得用のデータ取得指示の入力があると判断した場合（ステ
ップＳ６４：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ４と同様に、測定部２４から出力された測
定値が所定の閾値以下であるか否かを判断する（ステップＳ６５）。判断部４２７ｂは、
測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップＳ６
５：Ｎｏ）、図７に示すステップＳ２６と同様のエラー報知処理を行った後に（ステップ
Ｓ６６）、ステップＳ６３に戻る。
【００８３】
　判断部４２７ｂが測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であると判断した
場合（ステップＳ６５：Ｙｅｓ）、画像処理部３２９は、図１１のステップＳ４５と同様
に、プローブ３０３の内視鏡挿入部先端からの突出長さを算出する（ステップＳ６７）。
続いて、判断部４２７ｂは、画像処理部３２９が算出したプローブ３０３先端の突出長さ
が、所定の許容範囲内であるか否かを判断する（ステップＳ６８）。
【００８４】
　判断部４２７ｂは、画像処理部３２９が算出したプローブ３０３先端の突出長さが、所
定の許容範囲内であると判断した場合（ステップＳ６８：Ｎｏ）、突出長さが許容範囲の
下限未満であるか否かを判断する（ステップＳ６９）。判断部４２７ｂは、突出長さが許
容範囲の下限未満であると判断した場合には（ステップＳ６９：Ｙｅｓ）、図１１のステ
ップＳ４８と同様に、出力部２６に突出指示情報を出力させて（ステップＳ７０）からス
テップＳ６３に戻る。また、判断部４２７ｂは、プローブ３０３の突出長さが許容範囲の
下限未満でないと判断した場合（ステップＳ６９：Ｎｏ）、図１１のステップＳ４９と同
様に、出力部２６に引き入れ指示情報を出力させて（ステップＳ７１）からステップＳ６
３に戻る。
【００８５】
　これに対し、判断部４２７ｂは、画像処理部３２９が算出したプローブ３０３先端の突
出長さが、所定の許容範囲内であると判断した場合には（ステップＳ６８：Ｙｅｓ）、光
源部２２に生体組織６の特性値取得用の発光処理を実行させてから（ステップＳ７２）、
発光処理間に測定された測定結果の記録の可否を判断する判断タイミングであるか否かを
判断し（ステップＳ７３）、判断タイミングでないと判断した場合（ステップＳ７３：Ｎ
ｏ）、ステップＳ７３の判断処理を繰り返す。判断部４２７ｂは、判断タイミングである
と判断した場合（ステップＳ７３：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ７と同様に、判断タ
イミング時において測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判
断する（ステップＳ７４）。
【００８６】
　判断部４２７ｂが、判断タイミング時において測定部２４から出力された測定値が所定
の閾値以下であると判断した場合は（ステップＳ７４：Ｙｅｓ）、図５に示すステップＳ
８と同様に、発光処理間の間に測定部２４によって測定された分光測定結果についてデー
タ記録処理を行う（ステップＳ７５）。一方、判断部４２７ｂが、判断タイミング時にお
いて測定部２４から出力された測定値が所定の閾値以下でないと判断した場合（ステップ
Ｓ７４：Ｎｏ）、図５に示すステップＳ９と同様に、得られた測定値が有効でない旨のエ
ラーを出力部２６に報知させるエラー報知処理を行う（ステップＳ７６）。そして、ステ
ップＳ７５またはステップＳ７６が終了した後は、ステップＳ６３に戻り、判断部４２７
ｂは、測定終了が指示されたか否かを判断する。
【００８７】
　このように、実施の形態４においては、操作者による入力部２２５の操作によって特性
値取得用のデータ取得が指示された場合であっても、内視鏡の挿入部先端からのプローブ
の突出長さが測定値を適切に得られると判断できる程度である場合にのみ、特性値取得用
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ができる。
【符号の説明】
【００８８】
　１，２０１，３０１，４０１　光学測定装置
　２，２０２，３０２，４０２　本体装置
　３，３０３，３０３Ａ　プローブ
　５　照射ファイバ
　６　生体組織
　７，８　受光ファイバ
　１０　内視鏡
　１２　挿入部
　１３　操作部
　１４　ユニバーサルコード
　１５　プローブ用チャネル挿入口
　１６　先端部
　１７　開口部
　１８　光源装置
　１９　信号処理装置
　２０　ディスプレイ
　２１　電源
　２２　光源部
　２３　接続部
　２４　測定部
　２５，２２５　入力部
　２６　出力部
　２７，２２７，３２７，４２７　制御部
　２７ａ　演算部
　２７ｂ，２２７ｂ，３２７ｂ，４２７ｂ　判断部
　２８　記憶部
　３２９　画像処理部
　３４０　撮像部
【要約】
　本発明にかかる光学測定装置１は、基端３２から供給された光を伝搬して先端３３から
照射する照射ファイバ５と、各々が先端３３から入射した光を伝搬して基端３２から出力
する複数の受光ファイバ７，８とを有するプローブ３と、生体組織を照射する白色光を発
生して照射ファイバ５に供給する光源部２２と、所定の測定タイミングで、複数の受光フ
ァイバがそれぞれ出力した生体組織からの戻り光を分光測定する測定部２４と、測定部２
４によって測定された測定値が所定の閾値以下であるか否かを判断し、測定部２４によっ
て測定された測定値が所定の閾値以下であると判断した場合には、所定時間、光源部２２
に生体組織の特性値取得用の発光処理を行わせるとともに測定部２４に生体組織の特性値
取得用の分光測定処理を行わせる判断部２７ｂとを備える。



(16) JP 5226910 B1 2013.7.3

【図１】 【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４】



(17) JP 5226910 B1 2013.7.3

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(18) JP 5226910 B1 2013.7.3

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】



(19) JP 5226910 B1 2013.7.3

【図１５】



(20) JP 5226910 B1 2013.7.3

フロントページの続き

(56)参考文献  特表２００９－５３７０１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－６３８３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１２５７２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平５－１１５４６３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　　　　



专利名称(译) 光学测定装置

公开(公告)号 JP5226910B1 公开(公告)日 2013-07-03

申请号 JP2013500270 申请日 2012-06-13

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

当前申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 上村健二
後野和弘

发明人 上村 健二
後野 和弘

IPC分类号 A61B1/00

CPC分类号 A61B5/0075 A61B1/00045 A61B1/018 A61B1/05 A61B1/0669 A61B1/07 A61B5/0077 A61B5/0084

FI分类号 A61B1/00.300.D

代理人(译) 酒井宏明

优先权 61/505396 2011-07-07 US

其他公开文献 JPWO2013005547A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

根据本发明的光学测量装置1传播从近端32提供的光并用辐照纤维5照射
远端33，并且传播分别从远端33入射并从近端32输出的光。 探头3具有
多个受光纤维7、8，光源单元22，该光源单元22产生用于照射生物体的
白光并将其提供给照射纤维5，并在预定的测定时刻分别输出多个受光纤
维。 测量单元24以光谱法测量来自生物组织的返回光，并且确定由测量
单元24测量的测量值是否小于或等于预定阈值，并且由测量单元24测量
的测量值具有预定值。 当确定其等于或小于阈值时，使光源单元22执行
用于获取生物组织的特性值的发光处理，并且使测量单元24执行用于获
取生物组织的特性值的光谱测量处理预定时间。 和确定单元27b。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3539d916-8c75-48d2-abee-6daefb1b9eb9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/047436904/publication/JP5226910B1?q=JP5226910B1

